
「人気温泉旅館ホテル選」に入選

萩
城
下
町
唯
一
の
旅
館

立
地

ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
で
健
康
増
進

健
康
の
旅

富
士
山
、河
口
湖
を
望
む
温
泉

温
泉
・
浴
場

濁
り
湯
で
贅
沢
な
湯
浴
み

温
泉
・
浴
場

鳥
羽
湾
一
望
の
露
天
風
呂

温
泉
・
浴
場

奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

温
泉
・
浴
場

「
お
客
さ
ま
の
満
足
を
第
一
に
」

接
客
・
サ
ー
ビ
ス

輪
島
塗
で
味
わ
う
能
登
の
旬

料
理
・
食
事

　
武
家
屋
敷
を
思
わ
せ
る
表
門

　
維
新
の
志
士
を
数
多
く
輩

出
し
、
城
下
町
の
た
た
ず
ま

い
を
色
濃
く
残
す
歴
史
の

町
、
萩
。
「
萩
城
三
の
丸
　

北
門
屋
敷
」（
吉
村
譲
社
長
）

は
、
毛
利
氏
の
居
城
、
萩
城

に
近
い
三
の
丸
の
武
家
屋
敷

跡
に
あ
る
、
萩
城
下
町
唯
一

の
旅
館
だ
。
城
下
町
は
２
０

１
５
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
を

構
成
す
る
資
産
の
一
つ
。
世

界
が
認
め
た
価
値
あ
る
場
所

に
泊
ま
る
ぜ
い
た
く
を
味
わ

い
た
い
。

　
武
家
屋
敷
を
思
わ
せ
る
表

門
を
く
ぐ
る
と
、
現
れ
る
の

は
和
洋
の
花
に
囲
ま
れ
た
欧

風
庭
園
。
外
の
町
並
み
と
は

ま
る
で
別
世
界
だ
。

　
室
内
に
目
を
移
す
と
、
日

本
庭
園
を
臨
む
温
泉
露
天
風

呂
付
き
貴
賓
室「
桂
月
」は
、

皇
太
子
殿
下
夫

妻
が
ご
成
婚

後
、
初
め
て
宿

泊
さ
れ
た
旅
館

の
客
室
。

　
ふ
く
、
ケ
ン

サ
キ
イ
カ
、
甘

鯛
、
長
萩
和
牛

と
い
っ
た
地
元

の
ブ
ラ
ン
ド
食

材
を
使
っ
た
料

理
が
美
味
。

　
天
然
温
泉
を
引
い
た
内
湯

と
大
浴
場
は
椿
、
桜
な
ど
四

季
の
花
を
配
し
た
庭
園
を
眺

め
る
。
手
足
を
思
い
切
り
伸

ば
し
て
湯
浴
み
を
楽
し
み
た

い
。

　
▽
北
門
屋
敷
は
山
口
県
萩

市
堀
内
２
１
０
。
☎
０
８
３

８（
２
２
）７
５
２
１
。htt

p://www.hokumon.co.jp/

「
ス
イ
メ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
提
案

「
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
」
の
屋
内

温
泉
プ
ー
ル

　
日
本
三
名
泉
の
一
つ
、
下

呂
温
泉
の
湯
を
堪
能
で
き
る

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
旅
館
、
水
明

館
（
瀧
康
洋
社
長
）
。
プ
ー

ル
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
を

備
え
た
館
内
施
設
「
す
い
め

い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ
」
で
の
運

動
療
法
、
滞
在
型
温
泉
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
で
「
健
康
の

旅
」
を
提
案
し
て
い
る
。

　
す
い
め
い
ヘ
ル
ス
ク
ラ
ブ

は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
可

す
る
運
動
型
健
康
増
進
施
設

だ
が
、
２
０
１
６
年
３
月
に

は
指
定
運
動
療
法
施
設
の
認

可
も
受
け
、
健
康
運
動
指
導

士
に
よ
る
身
体
診
断
と
健
康

づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
施
設
へ
と
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
。
指
定
運
動
療
法
施

設
は
、
運
動
指

導
を
行
う
環

境
、
人
材
、
設

備
が
整
っ
た
施

設
で
、
医
師
の

指
示
に
基
づ
く

運
動
療
法
を
実

施
す
る
際
に
必

要
と
な
る
利
用

料
金
が
所
得
税

の
医
療
費
控
除

の
対
象
と
な

る
。

　
電
動
開
閉
式

の
ガ
ラ
ス
の
天

井
を
持
つ
屋
内

温
泉
プ
ー
ル
は
、

㍍
コ
ー

ス
５
本
を
備
え
て
い
る
。
特

定
日
に
は
、
専
門
の
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ア
ク
ア

ビ
ス
と
水
中
健
康
体
操
の
レ

ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
る
。
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ジ
ム
に
は
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
シ
ン
、
エ
ア

ロ
バ
イ
ク
、
各

種
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン

を
設
置
し
て
い

る
。

　
滞
在
型
温
泉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
し
て
「
ス
イ

メ
イ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」を
提
唱
。

日
本
庭
園
な
ど

を
備
え
た
約
１

万
坪
の
敷
地

内
、
温
泉
地
に

整
備
さ
れ
た
遊

歩
道
な
ど
を
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
健
康
を
増

進
。遊
歩
道
は
同
館
会
長
が
、

旅
館
裏
手
の
敷
地
に
砂
利
を

敷
き
詰
め
、
花
々
を
植
え
、

長
い
時
間
を
か
け
て
整
備
し

た
と
い
う
。
同
館
女
将
も

「
朝
は
ち
ょ
っ
と
早
起
き
し

て
、
散
歩
に
出
掛
け
て
み
て

は
」
と
勧
め
て
い
る
。

　
心
身
を
癒
や
す
温
泉
大
浴

場
は
、
山
水
閣
の
内
風
呂
付

き
野
天
風
呂
、
飛
泉
閣
の
展

望
大
浴
場
、
臨
川
閣
の
檜
と

恵
那
の
さ
び
石
を
用
い
た
大

浴
場
の
３
カ
所
。
今
年
春
に

は
岩
盤
浴
が
オ
ー
プ
ン
し
、

温
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
天

然
鉱
石
が
自
然
な
心
地
よ
さ

を
生
み
、
健
康
増
進
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。

　
▽
水
明
館
は
岐
阜
県
下
呂

市
幸
田
１
２
６
８
。
☎
０
５

７
６（
２
５
）２
８
０
０
。h

ttps://www.suimeikan.co.jp
/

　
見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
富
士
の
湯
」

　
見
は
ら
し
露
天
風
呂「
湖（
う
み
）の
湯
」

　
山
梨
県
富
士
河
口
湖
温
泉

郷
の
「
若
草
の
宿
　
丸
栄
」

（
渡
辺
洋
社
長
）
は
、
富
士

の
ふ
も
と
、
河
口
湖
の
ほ
と

り
に
建
つ
、
喧
騒
を
離
れ
た

和
の
情
感
あ
ふ
れ
る
宿
。
客

室
は
河
口
湖
ま
た
は
富
士
山

に
面
し
、
宿
の
屋
上
を
ま
る

ご
と
開
放
し
た
自
慢
の
展
望

台
か
ら
は
富
士
山
と
河
口
湖

が
織
り
な
す
３
６
０
度
の
自

然
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
で

き
る
。

　
ま
た
、
見
は
ら
し
露
天
風

呂
「
富
士
の
湯
」
と
貸
し
切

り
展
望
風
呂
「
芙
蓉
の
湯
」

か
ら
も
富
士
山
の
雄
姿
を
心

ゆ
く
ま
で
楽
し
め
る
。

　
桧
の
香
芳
し
い
見
は
ら
し

露
天
風
呂
は
富
士
山
を
目
の

前
に
望
む「
富
士
の
湯
」と
、

富
士
五
湖
唯
一

の
島「
う
の
島
」

を
湛
え
た
河
口

湖
の
情
景
が
眼

下
に
広
が
る

「
湖
（
う
み
）

の
湯
」の
二
つ
。

　
「
澄
み
渡
る

空
に
気
高
い
姿

を
映
す
日
本
一

の
山
、富
士
山
。

時
の
移
ろ
い
の

中
で
刻
一
刻
と

表
情
を
変
え
る

富
士
山
の
雄
姿

は
、
日
本
の
心

そ
の
も
の
」
。
も
う
一
方
の

湖
の
湯
も
、
ま
る
で
湖
と
一

体
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
浮

舞
台
造
り
の
湯
船
で
心
身
と

も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
大
浴
場
「
豪
壮

ア
ル
プ
ス
の
湯
」
は
、
日
本

各
地
の
銘
石
を
集
め
、
南
ア

ル
プ
ス
の
風
景
を
一
つ
の
中

庭
と
し
て
表
現

し
た
丸
栄
伝
統

の
岩
風
呂
で
、

温
泉
ハ
ー
ブ

湯
、
ス
チ
ー
ム

サ
ウ
ナ
、
高
温

サ
ウ
ナ
等
、
設

備
も
充
実
。

　
ま
た
、
湯
船

か
ら
洗
い
場
が

見
え
な
い
よ
う

に
配
慮
さ
れ
た

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ

付
き
大
浴
場

「
若
草
の
湯
」

は
、
特
に
女
性

客
か
ら
の
評
価
が
高
い
。

　
富
士
山
の
天
然
水
飲
水
所

も
あ
り
、
湯
浴
み
で
ほ
て
っ

た
体
を
名
水
が
潤
し
て
く
れ

る
。

　
露
天
風
呂
、
大
浴
場
は
全

て
男
女
入
れ
替
え
制
と
な
っ

て
お
り
、
１
泊
で
４
カ
所
の

湯
処
を
満
喫
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
和
洋
室
、
純

和
風
特
別
階
「
野
の
花
亭
」

を
は
じ
め
、
露
天
風
呂
や
展

望
風
呂
付
き
の
客
室
を

室

備
え
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　
温
泉
は
硫
酸
塩
・
塩
化
物

温
泉
。
神
経
痛
、
う
ち
み
、

く
じ
き
、消
化
器
病
、肥
満
、

美
肌
作
用
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

疾
病
に
効
く
と
い
わ
れ
る
。

　
▽
若
草
の
宿
　
丸
栄
は
山

梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖

町
小
立
４
９
８
。
☎
０
５
５

５（
７
２
）１
３
７
１
。htt

p://www.maruei55.com/

　
庭
園
大
露
天
風
呂

　
「
お
肌
よ
ろ
こ
ぶ
濁
り
湯

の
宿
」
と
銘
打
つ
創
業

年

の
金
太
郎
温
泉
（
木
下
荘
司

社
長
）
。
珍
し
い
泉
質
、
源

泉
掛
け
流
し
の
豊
富
な
湯

量
、
美
肌
の
効
能
な
ど
が
評

判
だ
。

　
大
浴
場
「
壁
画
大
浴
殿
」

は
３
０
０
坪
で
、
文
化
勲
章

受
章
者
、
浅
蔵
五
十
吉
氏
の

陶
板
作
品
を
浴
室
一
面
に
配

置
。
「
カ
ル
ナ
の
館
」
内
の

「
立
山
連
峰
パ
ノ
ラ
マ
大
浴

殿
」と「
庭
園
大
露
天
風
呂
」

は
合
計
８
０
０
坪
に
及
び
、

銘
石
を
使
っ
て
浴
場
内
に
立

山
連
峰
を
再
現
し
て
い
る
。

　
屋
号
は
、
創
業
者
、
石
黒

七
平
氏
が
「
（
人
々
が
）
金

太
郎
の
よ
う
に
全
身
に
力
が

あ
ふ
れ
、
元
気

い
っ
ぱ
い
に
、

健
康
に
な
る
よ

う
に
」
と
名
付

け
た
。

　
宿
は
客
室
数


室
。

　
大
宴
会
場
の

一
部
を
和
モ
ダ

ン
に
改
装
。
最

大
３
０
０
席
の

イ
ス
、
テ
ー
ブ

ル
に
も
対
応
で

き
る
。
料
理
は

日
本
海
の
旬
の

幸
、
ホ
タ
ル
イ

カ
や
白
エ
ビ
、
ブ
リ
な
ど
が

う
ま
い
。

　
▽
金
太
郎
温
泉
は
富
山
県

魚
津
市
天
神
野
新
６
０
０

０
。
☎
０
７
６
５
（
２
４
）

１
２
２
０
。https://www.kin

tarouonsen.co.jp/

　
風
見
の
湯
（
男
湯
露
天
風
呂
）

　
来
年
は
、
天
皇
陛
下
ご
退

位
、
皇
太
子
殿
下
ご
即
位
の

年
。
大
嘗
祭
、
即
位
礼
な
ど

が
行
わ
れ
る
伊
勢
神
宮
、
伊

勢
・
志
摩
エ
リ
ア
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
鳥
羽
温
泉
郷
の

「
鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
」（
武
藤
隆
行
社
長
）は
、

伊
勢
・
志
摩
の
観
光
拠
点
と

し
て
に
ぎ
わ
い
、
鳥
羽
湾
を

一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
自
慢
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

だ
。

　
館
内
に
は
三
つ
の
温
浴
施

設
を
備
え
、
鳥
羽
湾
を
望
み

な
が
ら
湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め

る
。
「
風
見
の
湯
」
は
、
開

放
感
あ
ふ
れ
る
絶
景
風
呂
。

海
を
一
望
で
き
る
露
天
風
呂

か
ら
の
眺
望
は
贅ぜ

い

な
る
ひ
と

と
き
だ
。
「
岬
の
湯
」
は
、

海
を
側
に
波
の
音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ

に
し
な
が
ら
湯
浴
み
を
楽
し

み
た
い
。
「
汀
の
湯
」
は
、

ジ
ャ
グ
ジ
ー
、

寝
湯
な
ど
ス
パ

を
完
備
。
疲
れ

た
体
を
癒
や
し

た
い
。
ま
た
、

五
つ
あ
る
貸
し

切
り
家
族
風
呂

は
家
族
や
カ
ッ

プ
ル
か
ら
好
評

だ
。

　
客
室
は
全


種
類
、
計
２
０

６
室
。
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

の
露
天
風
呂
付
き
客
室
や
最

上
階
の
和
モ
ダ
ン
の
部
屋
な

ど
好
み
に
合
わ
せ
て
選
び
た

い
。

　
▽
鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
は
三
重
県
鳥
羽
市
安
楽
島

町
１
０
８
４
。
☎
０
５

９
９
（
２
５
）
８
１
８
１
。

https://www.tobaseasidehot
el.co.jp/

飲泉・自家源泉かけ流し
日帰り温泉「観音プリンシプル」

ヘリコプター送迎開始！
「観音温泉ヘリポート」

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自

家
源
泉
か
け
流
し
の
宿
」
観

音
温
泉
（
鈴
木
和
江
社
長
）

は
、
伊
豆
半
島
の
豊
か
な
山

間
に
た
た
ず
む
極
上
源
泉

宿
。
昭
和

年
、
先
代
社
長

が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯

と
と
も
に
「
観
音
像
」
を
出

土
、
観
音
温
泉
が
産
声
を
あ

げ
た
。

　
観
音
温
泉
で
は
、
三
つ
の

源
泉
か
ら
、
ｐ
Ｈ
９
・
５
の

豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、
硬
度

１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
の

極
上
源
泉
が
毎
分
６
０
０
㍑

も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
そ
の

泉
質
は
〝
美
肌
の
湯
〟
を
超

越
し
て
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と

ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉

に
も
最
適
で
、
日
頃
の
食
生

活
な
ど
に
よ
り

酸
性
に
偏
り
が

ち
な
身
体
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る

効
果
も
期
待
さ

れ
る
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
入
り
の

温
泉
水
「
飲
む

温
泉
・
観
音
温

泉
」
は
過
去
モ

ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高

金
賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を

同
時
受
賞
。
都
内
３
ツ
星
レ

ス
ト
ラ
ン
の
ス
ー
プ
に
も
使

用
さ
れ
、
現
地
で
は
煮
る
、

炊
く
、
蒸
す
、
焼
く
、
蒸
か

す
な
ど
全
て
の
調
理
に
こ
の

温
泉
水
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
観
音
農
園
ハ
ウ

ス
で
は
芳
醇
な
ト
マ
ト
や
野

菜
が
無
農
薬
で
栽
培
さ
れ
、

温
泉
水
で
漬
け
込
ん
だ
梅
干

し
と
と
も
に
大
好
評
。
下
田

近
郊
で
地
揚
さ
れ
た
豊
富
な

海
の
幸
と
と
も
に
〝
天
然
の

恵
み
に
よ
る
お
も
て
な
し
〟

に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
。

　
大
浴
場
は
豊
か
な
香
り
の

「
大
総
檜
風
呂
」
や
星
空
が

感
動
的
な
「
星
空
の
満
天
露

天
風
呂
」
が
人
気
の
「
ガ
ラ

テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」に
加
え
、

第
三
号
源
泉
を
使
用
し
た

「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」が
大

好
評
。
日
帰
り
温
泉
や
貸
し

切
り
風
呂
で
極
上
源
泉
を
手

軽
に
堪
能
で
き
る
。
宿
泊
棟

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天

風
呂
付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ

マ
リ
オ
ン
」、星
空
の
満
天
檜

風
呂
付
き
部
屋
の「
本
館
」、

豊
か
な
森
林
ゾ
ー
ン
に
た
た

ず
む
庭
園
檜
風
呂
付
き
部
屋

の
「
正
運
館
」
、
観
音
温
泉

発
祥
の
地
で
昔
な
が
ら
の
湯

治
や
連
泊
に
最
適
な
「
産
土

（
う
ぶ
す
な
）
亭
」
な
ど
、

趣
味
趣
向
や
宿
泊
目
的
に
合

わ
せ
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊

富
に
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
観
音
温
泉
は
静
岡
県
下

田
市
横
川
１
０
９
２
の
１
。

☎
０
５
５
８
（
２
８
）
１
２

３
４
。http://www.kannon-o

nsen.com/

　
お
も
て
な
し
イ
メ
ー
ジ

　
加
賀
屋
全
景

　
石
川
県
・
和
倉
温
泉
の
加

賀
屋
（
小
田
與
之
彦
社
長
）

は
明
治

年
創
業
。
屋
号
に

は
創
業
者
の
小
田
與
吉
郎
氏

が
加
賀
・
津
幡
の
出
身
で
あ

り
、
天
下
に
響
く
雄
藩
加
賀

百
万
石
の
よ
う
に
大
き
く
飛

躍
し
た
い
と
の
願
い
を
込
め

て
い
る
。

　
加
賀
屋
の
お
も
て
な
し
の

心
は
、
「
い
つ
も
お
客
さ
ま

の
満
足
を
第
一
に
考
え
、
働

い
た
」
と
い
う
先
代
女
将
の

小
田
孝
さ
ん
（
故
人
）
の
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
。
小
さ
な

気
配
り
、
心
配
り
を
基
本
に

し
た
客
室
係
の
サ
ー
ビ
ス
。

今
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
る
習

慣
、
女
将
た
ち
に
よ
る
あ
い

さ
つ
ま
わ
り
は
、
こ
こ
加
賀

屋
で
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

　
「
小
田
孝
は

お
客
さ
ま
に
は

『
で
き
ま
せ

ん
』
と
は
言
わ

な
い
よ
う
に
し

て
、
一
人
一
人

の
お
客
さ
ま
と

真
剣
勝
負
を
す

る
つ
も
り
で
、

サ
ー
ビ
ス
に
あ

た
っ
た
」
（
同

館
）
。
そ
の
心

は
今
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
。

　「
祭
り
小
屋
」

「
シ
ア
タ
ー
ク
ラ
ブ
」
「
お

み
や
げ
処
」
と
、
全
長

㍍

に
わ
た
り
展
開
す
る
〝
お
楽

し
み
界
隈
〟
「
錦
大
路
」

（
１
階
）
。
そ
の
一
角
に
あ

る
割
烹
「
四
季
亭
」
と
居
酒

屋
「
と
と
楽
」
は
こ
の
８
月

末
か
ら
９
月
末

ま
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行

い
、
新
た
な
食

事
ど
こ
ろ
と
し

て
生
ま
れ
変
わ

る
。
旅
行
形
態

の
多
様
化
、
個

性
化
、
高
度
化

に
よ
っ
て
利
用

客
の
幅
広
い
ニ

ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
の
食
事

場
所
と
す
る
。

広
さ
約
５
２
１

平
方
㍍
で
、
総

座
席
数
は
約
１

２
０
席
。

　
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
、

首
都
圏
か
ら
時
間
的
に
ぐ
っ

と
近
く
な
っ
て
に
ぎ
わ
う
金

沢
。
加
賀
屋
グ
ル
ー
プ
の
旅

館
と
し
て
、
金
沢
で
も
加
賀

屋
流
の
お
も
て
な
し
を
提
供

し
好
評
な
の
が
、
「
料
理
旅

館
　
金
沢
茶
屋
」
だ
。

　
金
沢
駅
か
ら
徒
歩
３
分
と

駅
前
に
あ
り
な
が
ら
、
路
地

を
通
り
少
し
奥
ま
っ
た
隠
れ

家
的
場
所
に
位
置
。
「
か
な

ざ
和
を
め
し
あ
が
れ
」
を
テ

ー
マ
に
、
加
賀
料
理
や
、
夏

は
ウ
ナ
ギ
、
冬
は
フ
グ
な
ど

季
節
の
味
覚
を
加
賀
屋
伝
統

の
味
と
お
も
て
な
し
で
楽
し

ま
せ
る
。

　
▽
加
賀
屋
は
石
川
県
七
尾

市
和
倉
町
ヨ
部

番
地
。
☎

０
７
６
７
（
６
２
）
１
１
１

１
。https://www.kagaya.co

.jp/

旬
の
魚
介
を
炭
火
で
焼
き
上
げ
る
囲

炉
裏
会
席

　
「
ね
ぶ
た
温
泉
　
海
游
　

能
登
の
庄
」
（
大
向
洋
紀
社

長
）
で
は
、
高
級
漆
器
「
輪

島
塗
」
で
、
能
登
の
旬
の
食

材
を
味
わ
う
ぜ
い
た
く
な
ひ

と
時
が
過
ご
せ
る
。

　
春
は
ホ
タ
ル
イ
カ
、
夏
は

ア
ワ
ビ
、
冬
は
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

な
ど
旬
の
味
覚
を
創
作
会
席

料
理
で
提
供
。
高
級
魚
ノ
ド

グ
ロ
も
別
注
料
理
な
ど
で
人

気
だ
。
食
事
場
所
は
、
囲
炉

裏
を
備
え
た
個
室
の
食
事

処
、部
屋
食
な
ど
か
ら
選
ぶ
。

　
輪
島
は
天
然
ふ
ぐ
の
漁
獲

量
が
日
本
一
で
、
刺
し
身
、

鍋
物
な
ど
の
天
然
ふ
ぐ
コ
ー

ス
料
理
も
用
意
。
昼
食
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
「
ふ
ぐ

重
」
は
、
特
製
の
た
れ
で
焼

き
上
げ
た
天
然

ふ
ぐ
を
輪
島
塗

の
御
重
で
提
供

す
る
。

　
館
や
客
室

は
、漆
、和
紙
、

畳
の
調
和
が
テ

ー
マ
。
７
月
に

は
、
著
名
な
蒔

絵
師
が
手
掛
け

た
輪
島
塗
の
特

大
パ
ネ
ル
を
配

し
た
新
客
室
が

オ
ー
プ
ン
し

た
。
温
泉
は
ｐ

Ｈ

・
５
の
ア

ル
カ
リ
性
泉
質
で
美
人
の
湯

と
評
判
だ
。

　
▽
ね
ぶ
た
温
泉
海
游
能
登

の
庄
は
石
川
県
輪
島
市
大
野

町
ね
ぶ
た
温
泉
。
☎
０
７
６

８（
２
２
）０
２
１
３
。htt

p://www.notonosho.co.jp/

（１５） 第２９５２号第３種郵便物認可２０１８年（平成３０年）８月３１日（金曜日）


